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交付運用報告書
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

当ファンドは、投資信託約款において運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めており、
以下の方法でご覧いただけます。運用報告書（全体版）は、受益者のご請求により交付されます。交付をご請求される方は、
販売会社までお問い合わせください。

閲覧・ダウンロード方法 https://www.am.mufg.jp/ ［ファンド検索］に
ファンド名を入力

各ファンドの詳細ページで
閲覧およびダウンロード

■当運用報告書に関するお問い合わせ先
お客さま専用
フリーダイヤル 0120-151034
（受付時間：営業日の９：00～17：00、土・日・祝日・12月31日～１月３日を除く）

お客さまのお取引内容につきましては、お取扱いの販売会社に
お尋ねください。

◇MKU-252629-0000-20230131◇

受益者のみなさまへ
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。
当ファンドは、ＡＩ等を活用した投資助言を基に、わが国の
株式に投資を行うと同時に株価指数先物取引等を行い、特定
の市場に左右されることなく収益の獲得をめざして運用を行
うことを目的としております。ここに運用状況をご報告申し
上げます。
当ファンドが受益者のみなさまの資産形成に資するよう、運
用に努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

作成対象期間：2022年８月２日～2023年１月31日
第　12　期 決算日：2023年１月31日

基 準 価 額 8,464円

純資産総額 2,210百万円

騰 落 率 －0.9 ％

分配金合計(＊) 0 円
（＊） 当期間の合計分配金額です。

第12期末（2023年１月31日）

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）
愛称：日本Ａ

あい

Ｉ
追加型投信／国内／株式／特殊型（絶対収益追求型）
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

運用経過
第12期：2022年８月２日～2023年１月31日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

第 1 2 期 首 8,542円
第 1 2 期 末 8,464円
既払分配金 0円
騰 落 率 －0.9％



2

ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

基準価額の主な変動要因

基準価額は期間の初めに比べ0.9％の下落となりました。
基準価額の動き

先物アロケーション戦略の日次予測モデルにおいて、センチメン
ト指標による予測からＡＩが判断し実質国内株式組入比率を調整
し、プラスに寄与しました。また、月次予測モデルにおいても、
各国の株価上昇による予測からＡＩが判断し実質国内株式組入比
率を調整し、プラスに寄与しました。

上昇要因

株式個別銘柄戦略の安定高配当モデルにおいて、収益性や財務健
全性を評価し着実な利益成長を期待し組入れていた安定成長銘柄
群がマイナスに影響しました。
信託報酬などが基準価額の下落要因となりました。

下落要因
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

2022年８月２日～2023年１月31日

１万口当たりの費用明細

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 56 0.662 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (31) (0.364) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (23) (0.276) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.022) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 4  0.050  (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) ( 3) (0.035) 
(先物・オプション) ( 1) (0.015) 

(ｃ)そ の 他 費 用 0  0.001  (ｃ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.001) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 60  0.713  

期中の平均基準価額は、8,512円です。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.32％です。

（注） 費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注） 各比率は、年率換算した値です。
（注） 前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

運用管理費用（販売会社）
0.55％

運用管理費用（投信会社）
0.73％

総経費率
1.32％

その他費用
0.00％

運用管理費用（受託会社）
0.04％
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

2018年１月31日～2023年１月31日

最近５年間の基準価額等の推移について
当期（円） （百万円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

最近５年間の年間騰落率

2018/１/31 2019/１/31 2020/１/31 2021/２/１ 2022/１/31 2023/１/31
期初 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額 （円） 10,114 9,190 8,676 8,730 8,560 8,464
期間分配金合計（税込み）（円） － 0 0 0 0 0
基準価額騰落率 （％） － －9.1 －5.6 0.6 －1.9 －1.1
純資産総額 （百万円） 10,275 6,572 4,431 3,419 2,544 2,210

当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

第12期：2022年８月２日～2023年１月31日

投資環境について

当該投資信託のポートフォリオについて

  国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
米国の金融引き締めを背景とした景気減
速懸念や、日銀が長期金利の許容変動幅
を拡大したことを背景に企業業績にもた
らす影響が懸念されたことなどから下落

する場面があったものの、米国での急速
な金融引き締め懸念が後退したことや、
日銀が金融緩和策の維持を決めたことな
どから上昇し、期間を通じてみると上昇
しました。

  ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追
求型）
ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益
追求型）受益証券を主要投資対象とし、
実質的な運用はマザーファンドで行いま
した。

  ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対
収益追求型）
ＡＩ（人工知能）等を活用した三菱ＵＦ
Ｊ信託銀行からの投資助言を基に、わが
国の株式に投資を行うと同時に株価指数
先物取引等を行いました。
株式個別銘柄戦略と先物アロケーション

戦略の２つを組み合わせた運用を行いま
した。
株式個別銘柄戦略では、わが国の株式へ
の投資に加え株価指数先物を売建てるこ
とで収益の獲得をめざしました。
先物アロケーション戦略では、株式相場
が上昇局面であると判断した場合に、株
価指数先物の売建ての量を減らすことで
実質株式組入比率を引き上げることを基
本とし、株式相場の上昇による収益も一
部獲得することをめざしました。
各運用戦略で採用するモデルはファンド
全体のリスク・リターンに配慮して選定
しました。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

（ご参考）

■ファンドで採用するモデル（決算日現在）

株式個別銘柄戦略

わが国の株式への投資に加え、組入株式における株式市場に対する感応度
を排除できると考える量の株価指数先物の売建てを行うことで収益の獲得
をめざします。
※以下①、②の２つのモデルがあります。

モデル 内容

ＡＩによる中長期投資
安定高配当モデル（①）

決算短信や有価証券報告書等の企業の業績にかかる文字情報と配当利回り
を組み合わせて、株式相場の下落局面でも強みを持ち安定的な収益獲得が
期待できる安定高配当銘柄を選定します。

ＡＩによる短期投資
ニュースピックモデル（②）

経済ニュース、市場参加者（アナリスト等）の利益予想等を用いて複合的
に評価し銘柄を選定します。

先物アロケーション戦略

株式相場が上昇局面であると判断した場合に、株価指数先物の売建ての量
を減らして実質株式組入比率を引き上げることにより、株式相場の上昇に
よる収益も一部獲得することをめざします。
※以下③～⑤の３つのモデルがあります。

モデル 内容

ＡＩによる日次予測モデル
（③）

ディープ・ラーニングを行うことによって、データの特徴から、因果関係
を見出し、翌日の株式市場の値動きを日々予測します。

ＡＩによる月次予測モデル
（④）

過去の投資環境から類似性を見出して１ヵ月先の株式市場の値動きを日々
予測します。

転換点予測モデル（⑤） 株価や指数値等の推移から株式市場の転換点を日々予測します。

※上記は、決算日現在に採用しているモデルであり、将来変更する場合があります。
※投資助言元である三菱ＵＦＪ信託銀行の資料に基づき作成したものです。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

（ご参考）

■助言結果を用いた当期の要因分析（ベビーファンドベース）

・ 上記は、基準価額の要因分析を助言結果を用いて簡便的に計算した概算値であり、その正確性、完全性等を
保証するものではありません。
・四捨五入のため全体計（基準価額（分配金込み）の変動幅）と内訳の合計が相違することがあります。
・投資助言元である三菱ＵＦＪ信託銀行の資料に基づき作成したものです。
※ 上記モデルで株式個別銘柄戦略に該当するもの（①、②）は、わが国の株式への投資に加え、組入株式にお
ける株式市場に対する感応度を排除できると考える量の株価指数先物の売り建てを行うことによる収益獲得
の結果の概算を表しています。
※ 上記モデルで先物アロケーション戦略に該当するもの（③、④、⑤）は、株式相場が上昇局面と判断した場
合、株価指数先物の売り建ての量を減らして実質株式組入比率を引き上げたことによる収益獲得の結果の概
算を表しています。
※ 助言結果（モデル全体（①～⑤合計））については、各モデルのパフォーマンスを累積したものであるため、
単純に合計した値とは異なります。
※ モデルと実際のポートフォリオでは、売買単位の制約による銘柄構成割合のずれ、売買タイミングの違いに
よる評価損益のずれ、先物アロケーション戦略における取引対象の違いなどがあり、それらから生じたパ
フォーマンスの乖離が「上記モデル以外の要因（その他）」に含まれております。

（円）（円）

基準価額（分配金込み）基準価額（分配金込み）
上記モデル以外の要因（その他）上記モデル以外の要因（その他）
上記モデル以外の要因（信託報酬）上記モデル以外の要因（信託報酬）

⑤転換点予測モデル⑤転換点予測モデル
④月次予測モデル④月次予測モデル
③日次予測モデル③日次予測モデル

②ニュースピックモデル②ニュースピックモデル
①安定高配当モデル①安定高配当モデル

助言結果（モデル全体（①～⑤合計））助言結果（モデル全体（①～⑤合計））
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

  ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追
求型）
引き続き、ＡＩ日本株式マザーファンド
（絶対収益追求型）を主要投資対象とし、
実質的な運用はマザーファンドで行いま
す。

  ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対
収益追求型）
モデルに応じて銘柄入替、ならびに先物
ヘッジ比率（実質株式組入比率）の機動
的操作を行い、収益獲得に努めます。
（※なお、投資環境の変化や技術の進歩
等が生じ、モニタリング等においてより
適切と判断した場合には、新たなモデル
の採用や入替を行います。）

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第12期
2022年８月２日～2023年１月31日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 335

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

お知らせ
約款変更
・該当事項はありません。

その他
・該当事項はありません。

＊ 本書が、受益者のみなさまのお手元に届くのは作成対象期間末から２ヵ月以上が経過していることにご留意ください。
なお、最近の運用状況や約款変更の内容等は当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）にて開示を行っている
場合があります。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

当該投資信託の概要
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式／特殊型（絶対収益追求型）

信 託 期 間 2027年１月29日まで（2017年２月１日設定）

運 用 方 針

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型）受益証券への投資を通じて、主として
わが国の株式への投資と株価指数先物取引の売建てを行います。
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を維持することを基本とします。
ファンドの運用は三菱ＵＦＪ信託銀行から投資助言を受け行います。

主要投資対象

■当ファンド
ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型）受益証券を主要投資対象とします。

■ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型）
わが国の株式および株価指数先物取引にかかる権利を主要投資対象とします。

運 用 方 法 わが国の株式に投資を行うと同時に株価指数先物取引等を行い、特定の市場に左右され
ることなく収益の獲得をめざします。

分 配 方 針
経費等控除後の配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額を分配対象額
とし、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決定します。ただ
し、分配対象収益が少額の場合には分配を行わないことがあります。

※ 絶対収益追求とは、特定の市場の動向に左右されにくい収益の追求をめざすことをいいます。必ず収益を得ら
れることを意味するものではありません。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

各資産クラスの指数
日 本 株 東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
先進国株 ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）
新興国株 ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）
日本国債 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
先進国債 ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）
新興国債 ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド

※詳細は最終ページの「指数に関して」をご参照ください。
（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しています。
●全ての資産クラスがファンドの投資対象とは限りません。
●騰落率は直近前月末から60ヵ月遡った算出結果であり、ファンドの決算日に対応した数値とは異なります。

日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債当ファンド

（2018年１月末～2022年12月末）
100

80

60

40

20

0

－20

－40

－60

－80

－100

（％）

最大値

最小値

平均値

●上記は、2018年１月から2022年12月の５年間における１年騰落率の平均・最大・最小を、ファンドおよび他の代表
的な資産クラスについて定量的に比較できるように作成したものです。
＊ファンドについては2018年２月～2022年12月の同様の騰落率を表示したものです。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

種別構成等

※ 比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。構
成比率が５％未満の項目は「その他」に分類していま
す。

※ 国・地域別配分の「その他」には、コール・ローン等
のように、複数の金融機関等（国内外）を相手先とし
他のファンドの余裕資金等と合せて運用しているもの
を含みます。
※ 【国・地域別配分】、【通貨別配分】は、組入ファンド
の発行地、発行通貨を表示しています。

当該投資信託のデータ
2023年１月31日現在

当該投資信託の組入資産の内容

純資産等
項　目 第12期末

2023年１月31日

純資産総額 （円） 2,210,221,339

受益権口数 （口） 2,611,173,215

１万口当たり基準価額 （円） 8,464

※当期中において追加設定元本は43,690,468円
同解約元本は 244,374,722円です。

組入ファンド （組入銘柄数：１銘柄）

ファンド名 第12期末
2023年１月31日

ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型） 99.5％

※比率は当ファンドの純資産総額に対するマザーファンドの評価額の割合です。

マザーファンド
受益証券
99.5%

コール・
ローン等
0.5%

資産別配分
その他
0.5%
その他
0.5%

日本
99.5%

国・地域別配分

円
100.0%

通貨別配分
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

2023年１月31日現在

組入上位ファンドの概要
ＡＩ日本株式マザーファンド（絶対収益追求型）

基準価額の推移
2022年８月１日～2023年１月31日

１万口当たりの費用明細
2022年８月２日～2023年１月31日

291266

※ 比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
※ 原則、国・地域については、法人登録地を表示してい
ます。

※ なお、全銘柄に関する詳細な情報等については、運用
報告書（全体版）でご覧いただけます。

組入上位10銘柄（ロングポジション） （組入銘柄数：236銘柄）
銘柄 種類 国・地域 業種／種別 比率(％)

１ トヨタ自動車 株式 日本 輸送用機器 1.4
２ 三井住友フィナンシャルグループ 株式 日本 銀行業 1.2
３ ダイキン工業 株式 日本 機械 1.1
４ キーエンス 株式 日本 電気機器 1.1
５ ユニ・チャーム 株式 日本 化学 0.9
６ 東京エレクトロン 株式 日本 電気機器 0.8
７ 任天堂 株式 日本 その他製品 0.8
８ 浜松ホトニクス 株式 日本 電気機器 0.8
９ 信越化学工業 株式 日本 化学 0.8
10 ＨＯＹＡ 株式 日本 精密機器 0.7

種別構成等

※ 比率はマザーファンドの純資産総額に対する割合です。
構成比率が５％未満の項目は「その他」に分類してい
ます。
※ 原則、国・地域については、法人登録地を表示してい
ます。

※ 国・地域別配分と通貨別配分は、ロングポジションと
ショートポジションを相殺したネットポジションにて
表示しています。
※ 国・地域別配分の「その他」には、コール・ローン等
のように、複数の金融機関等（国内外）を相手先とし
他のファンドの余裕資金等と合せて運用しているもの
を含みます。 

（％）

－100

－50

0

50

100

150
コール・ローン等

39.9％

国内株式
60.1%

国内株式先物
－50.3％

資産別配分
（％）

0

20

40

60

80

100

その他
39.9％ 日本

9.8％

国・地域別配分
（％）

0

20

40

60

80

100

円
49.7%

通貨別配分

（円）

2022/８/１ 2022/９/29 2022/11/29 2023/１/27
9,000

9,100

9,200

9,300

9,400

基準価額

項目 当期
金額(円) 比率(％)

(ａ)売 買 委 託 手 数 料 5  0.050  
( 株 式 ) (3) (0.035) 
(先物・オプション) (1) (0.015) 

合計 5  0.050  
期中の平均基準価額は、9,194円です。
※項目の概要については、前記「１万口当たりの費
用明細」をご参照ください。
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ＡＩ日本株式オープン（絶対収益追求型）

指数に関して
「ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較」に用いた指数について
●東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）
東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）（配当込み）とは、日本の株式市場を広範に網羅するとともに、投資対象としての機能性を
有するマーケット・ベンチマークで、浮動株ベースの時価総額加重方式により算出される株価指数です。ＴＯＰＩＸの指
数値及びＴＯＰＩＸに係る標章又は商標は、株式会社JPX総研又は株式会社JPX総研の関連会社（以下「JPX」という。）
の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用などＴＯＰＩＸに関するすべての権利・ノウハウ及びＴＯＰＩＸに
係る標章又は商標に関するすべての権利はJPXが有します。
●ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）
ＭＳＣＩ コクサイ・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、日本を除く世界の先進国で構成
されています。また、ＭＳＣＩ コクサイ・インデックスに対する著作権及びその他知的財産権はすべてMSCI Inc.に帰属
します。
●ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）
ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックス（配当込み）とは、MSCI Inc.が開発した株価指数で、世界の新興国
で構成されています。また、ＭＳＣＩ エマージング・マーケット・インデックスに対する著作権及びその他知的財産権
はすべてMSCI Inc.に帰属します。
●ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）とは、野村證券株式会社が発表しているわが国の代表的な国債パフォーマンスインデック
スで、ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（総合）のサブインデックスです。当該指数の知的財産権およびその他一切の権利は同社に
帰属します。なお、同社は、当該指数の正確性、完全性、信頼性、有用性、市場性、商品性および適合性を保証するもの
ではなく、当該指数を用いて運用されるファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。
●ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除く世界主要国の国
債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した債券インデックスです。FTSE Fixed Income LLCは、本ファンドの
スポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。このインデックスのデータは、情
報提供のみを目的としており、FTSE Fixed Income LLCは、当該データの正確性および完全性を保証せず、またデータ
の誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産その他一切の権利
はFTSE Fixed Income LLCに帰属します。
●ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイド
ＪＰモルガンＧＢＩ－ＥＭグローバル・ダイバーシファイドとは、Ｊ．Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシー
が算出し公表している指数で、現地通貨建てのエマージング債市場の代表的なインデックスです。現地通貨建てのエマー
ジング債のうち、投資規制の有無や、発行規模等を考慮して選ばれた銘柄により構成されています。当指数の著作権はＪ．
Ｐ．モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーに帰属します。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 1200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 2.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 1200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


